
第２回 烏山地域－１

勉強できる
スペースが
欲しい

勉強に集中
できる
場所

友達と話し
ながら

勉強できる
場所

両方があると良い

障害者用の
ソファを
配置

占有して
イベントだけを
行う場には
して欲しくない

ふらっと訪れ
られる

日常利用も
大切

勉強・仕事だけ
ではなく、親子で
いれる場所が
あると良い

ファーマーズ
マーケットを
して欲しい
（土日）

区民交流
スペースも
も緑化

したらどうか

手がかかるので
区ではなく
業者が
管理する

広場は
公園のように
使えると良い

ストリート
ダンスの
練習

SNSの
動画を作れる
ワークショップ

屋上庭園に
売店を配置する
→何か用事が
あれば訪れる

近隣の大学生
に場所の運営
をしてもらうと

良い

Wi-Fiも
通信回線を
強くして欲しい

作業スペースに
打合せで使用
できるような
モニターが
欲しい

テーブルに
電源も
欲しい

アップスのように
声をかけて
仲良くなれる
ような居場所

音楽イベントを
しながら、

みんなが心地
よい空間になる
必要がある

週末のみ音楽を
開放するなど
ルールを決める
必要がある

終わる時間が
22時ぐらい
までだと
使いやすい

青少年の
居場所になる

朝：高齢者
昼：子ども、親
夕方～夜：
学生、大人

仕切りが
無いので、
音楽が
漏れていく

なるべく
可動性のある
椅子が良い

楽器とか
ピアノがあって
自由に弾ける

空間

⇒名物になると良い

みどりがある
だけで心が
やすらぐ

仕事に集中
できる

区内の団体に
どう関わって
もらうか

不登校の子や
高齢者の方に
活動を紹介
できると良い

シモキタ園藝部
みたいに業者
じゃなくて団体に
やってもらうのも

良い

勉強にソファは
ちょっと

使いづらい

子どもが
遊べる

⇒活動を
発信していく

積極的に
声をかけて
欲しい

軽食、ゲーム
ができる、
DVDが

見れる場所も

色んな世代の
方に上手く
使ってもらえる
と良い

⇒ニーズに合わせる

どうやって
屋上に

来てもらうか？

施設全体方針、
その他

備品、レイアウト、
空間の使い方や
過ごし方

利用ルール
支援体制、
区民参加、
つなぎ役

活動内容



第２回 烏山地域ー２

遠い地域の人
からすると
区役所は
遠出する感じ

色々なタイプの
人を集めて
適正な報酬を
払うことが必要

区民が参加
しやすい
システムが
足りていない

事業を動かす
なら常勤が良い
1人ではカバー
しきれない

普通の区民
（違う畑の人）
と繋がるには
自由な使い方

が良い

災害時の
頼れる拠点
になって欲しい

使いやすい
設備が

あって欲しい
（有料でも
良いから）

長時間いる人
にどう言うか？
バランスが
難しい

良い意味で
カオスな状況
→面白いことが

起こる

NPOだけが
施設を利用
する訳では
ない

色々なものを
取り入れながら
話し合って、

自分たちの暮らしを
良くしていこうという
土台はあるはず

みんな来てね、
ではなく
事業として
仕掛けづくり
が必要

団体が持続的
に活動する
ためには
お金が必要

自由な感じで
みんなで
呼びかけて

譲り合って使える
と良いのでは

Wi-Fi
→会議をする
ための設備が
欲しい！

誰でも気軽に
ハイブリット形式
のセミナーとか
ができる

オンラインイベント
をしたいからこの
施設を使おう！
となるのでは

不慣れな人に
アドバイスして
欲しい

（コンシェルジュ）

ボランティアとか
でも良い
→何人かで
シフト制にする

とか

室内に植物が
あったり

非日常感が
ある

事業化する
ことで色々な
人が関われる

一方で
リアルに集まる
ことも大事

たまに使うと
テンションが
上がる

インテリアとか

WSとかを
やりたくなる
ような空間
（座敷とか）

子育て世代は
集まる場所が
欲しい

ソファーや
お座敷があると
寝かせたり
できる

午前中
10～12時が
ニーズあり

午後はお昼寝

屋上は
木陰、日陰、
ベンチが必要
夏は暑いけど…

藤棚がある
日陰になって
とても良い

ワクワクする
非日常感が
あると

行きたくなる

行政が入って
予算が無いと
難しい

区民がつなぎ役になるには？

ただ…

区内の
活動団体を
どのように
把握するか

区としての課題

貸会議室と
オープン
スペースの
使い方は
少し違う

オープン
スペースは
あまり煩雑に
しない方がいい

ルールによって
その場の
カラーが
変わってくる

オンラインとの
ハイブリット
形式を

求められる…

主催側が
両方やるのは
大変…

サポートして
欲しい

例：世田谷キューズガーデン（給田）

毎日行く所
ではなく

羽を伸ばしに
行く所

例：サイボウズ本社

安全に子ども達
と一緒に

集まれるスペース
だと良い

簡易な畳を
臨時で

敷いたりとか

例：松沢まちセン

世田谷区の
団体は
ボランティア
色が強い

事業化が弱い

完全なものに
なってから

スタートしなくても。
やりながら変えて
いけると良い

施設全体方針、
その他

備品、レイアウト、
空間の使い方や
過ごし方

利用ルール
支援体制、
区民参加、
つなぎ役

活動内容
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